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契
約
は
適
切
に

中
村
安
雄 
議
員

 

安
心
生
活
を
目
指
し
て

堀
越
道
男 

議
員

名
及
び
滞
納
額
を
公
表
す
る
こ

と
は
納
税
者
等
の
利
益
を
保
護

し
、
円
滑
な
行
政
運
営
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
公
表
す
べ
き

で
な
い
。」
と
す
る
総
務
省
税

務
局
長
通
知
も
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
答
弁
は
、
差
し
控
え

た
い
。

再 

質
問
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係

で
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
議
員
は
公
人
で
あ
る
。
公

人
が
そ
の
よ
う
な
話
が
出
る
こ

と
自
体
お
か
し
い
。
一
般
会
計
で

十
億
円
も
歳
入
が
足
り
な
い
。
未

納
も
全
部
合
わ
せ
る
と
二
十
億

○ 

環
境
問
題
に
つ
い
て

質 

問　

石
下
地
区
は
、
非
線
引
き

地
域
で
、
住
宅
と
工
場
の
混
住

地
が
存
在
。
杉
山
地
区
の
Ｔ
セ

メ
ン
ト
工
場
の
粉
塵
被
害
や
東

隣
に
は
24
時
間
稼
動
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
会
社
が
騒
音
と
悪

臭
を
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
、
さ

ら
に
岡
田
地
区
の
Ｒ
化
学
工
業

は
工
場
と
隣
接
す
る
畑
、
山
林

の
間
に
堀
が
掘
ら
れ
生
活
用
水

が
流
さ
れ
、
出
た
ゴ
ミ
を
焼
却

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
態
を

放
置
し
た
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

居
住
権
の
保
障
を
優
先
に
対
策

を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
次

３
千
６
１
９
万
８
千
７
５
０
円

に
対
し
て
１
千
９
９
５
万
円
。

55
・
１
％
。
非
常
に
安
い
価
格

で
落
札
さ
れ
て
い
る
。
高
過
ぎ

て
も
安
過
ぎ
て
も
困
る
話
に
な

る
が
、
適
正
な
と
こ
ろ
を
と
ら

え
て
、
良
い
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。
①
事
業

契
約
状
況
と
市
内
業
者
へ
の
発

注
に
つ
い
て
。
②
予
定
価
格
の

事
前
事
後
公
表
と
随
意
契
約
に

つ
い
て
。
③
低
価
格
契
約
と
工

事
完
了
後
の
問
題
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答 

弁
（
総
務
部
長
）

○ 

公
共
事
業
の
発
注
と
市
内
業
者

の
育
成
に
つ
い
て

質 

問　

私
は
過
去
に
落
札
率
が
非

常
に
高
い
の
で
、
高
ど
ま
り
を

改
善
す
る
よ
う
に
指
摘
し
て
き

た
。
し
か
し
今
回
は
安
す
ぎ
て

困
る
と
い
う
話
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
先
般
水
海
道
西
中

学
校
の
実
施
設
計
と
石
下
中
学

校
の
屋
内
体
育
館
の
設
計
で
談

合
が
あ
っ
た
よ
う
な
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
。
現
実
に
は
石
下
中

予
定
価
格
１
千
８
百
万
円
に
対

し
て
８
５
４
万
７
千
円
。
46
・

９
％
。
水
海
道
西
中
予
定
価
格

① 

平
成
21
年
度
の
入
札
案
件
は
、

全
体
で
１
１
９
件
。
内
訳
は
、

市
内
業
者
が
77
件
で
65
％
、
市

外
業
者
が
42
件
で
35
％
。
ま
た
、

随
意
契
約
で
は
全
体
で
１
０
２

件
、
内
訳
は
市
内
業
者
が
61
件

で
60
％
、
市
外
業
者
が
41
件
で

40
％
。
市
外
業
者
へ
の
発
注
理

由
は
、
市
内
業
者
で
は
対
応
で

き
な
い
よ
う
な
、
専
門
性
の
あ

る
工
事
や
業
務
委
託
が
大
部
分
。

② 

予
定
価
格
に
つ
い
て
、
基
本

的
に
は
入
札
予
定
価
格
が

５
０
０
万
円
以
下
の
場
合
に

は
事
前
公
表
、
予
定
価
格
が

５
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合
に

は
事
後
公
表
。
業
者
の
見
積
り

努
力
を
損
な
わ
せ
る
こ
と
や
、

適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
に
く
く

な
る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

③ 

低
入
札
価
格
の
落
札
防
止
の
た

め
、
一
般
競
争
入
札
に
お
い

て
、
予
定
価
格
が
５
０
０
万
円

以
上
の
建
設
工
事
は
、
国
土
交

通
省
モ
デ
ル
を
準
用
し
た
最

低
制
限
価
格
を
設
け
て
い
る
。

５
０
０
万
円
以
下
の
建
設
工
事

及
び
そ
れ
以
外
業
務
委
託
な
ど

は
、
入
札
価
格
が
直
接
工
事
費

を
下
回
っ
た
場
合
、
そ
の
入
札

案
件
を
保
留
と
し
、
内
訳
書
を

提
出
さ
せ
、
担
当
課
に
お
い
て

適
正
価
格
で
あ
る
か
審
査
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
落
札
者
を

決
定
。

　

 　

ま
た
、
随
意
契
約
に
お
い
て

も
、
同
様
に
仕
様
書
も
し
く
は

設
計
書
の
確
認
を
実
施
し
、
関

係
機
関
と
連
絡
調
整
を
行
い
、

慎
重
に
対
処
し
て
い
る
。

　

 　

低
入
札
価
格
案
件
や
工
事
完

了
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
工

事
期
間
中
は
担
当
課
が
十
分
な

監
督
・
監
理
を
徹
底
し
、
完
了

後
２
年
間
の
保
証
期
間
内
で
あ

れ
ば
、
業
者
に
責
任
を
も
っ
て

補
修
さ
せ
る
。

再 

質
問
　
市
の
発
注
す
る
公
共
事

に
常
総
広
域
圏
事
務
組
合
で
問

題
視
さ
れ
て
い
る
廃
プ
ラ
。
常

総
広
域
で
は
こ
れ
を
「
環
境
資

源
」
と
い
う
会
社
か
ら
福
島
県

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会
社
に
運

び
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
い
う
燃
料
と
し

て
燃
や
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
の
焼
却
施
設
か
ら
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
が
検
出
さ
れ
、
土
壌
改
良

に
２
億
６
千
万
円
か
か
り
、
た

だ
い
ま
公
判
中
。「
環
境
資
源
」

は
広
域
に
３
億
円
で
処
理
施
設

の
買
い
取
り
を
要
求
。
当
市
の

対
応
と
い
う
か
現
在
の
立
場
を

尋
ね
る
。

答 

弁
（
市
民
生
活
部
長
）
公
害
か

円
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態

に
議
員
が
も
し
滞
納
し
て
い
た

ら
大
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
改
め
て
尋
ね
る
。

再 

答
弁
　（
総
務
部
長
）
先
ほ
ど

と
同
様
、答
弁
は
差
し
控
え
る
。

再 

々
質
問
　
私
も
ま
だ
勉
強
不
足

の
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
今
後

は
何
か
を
通
し
て
議
会
と
し
て

対
応
策
を
探
ら
せ
て
も
ら
う
。

 
〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 
常
総
市
の
現
状
か
ら
今
後
の
財

政
の
推
移
の
予
測
に
つ
い
て
。

○ 

石
下
庁
舎
建
設
地
一
帯
の
土
地

利
用
を
考
え
て
い
る
か
。

業
が
異
常
な
低
価
格
で
は
困

る
。
採
算
が
取
れ
る
よ
う
地
元

業
者
を
育
成
し
て
欲
し
い
。

再 

答
弁
（
副
市
長
）
５
０
０
万
円

以
上
の
入
札
案
件
は
、
最
低
制

限
価
格
を
設
定
。
最
低
制
限
価

格
を
設
定
し
て
い
な
い
業
務
委

託
に
対
し
て
も
入
札
の
改
善
に

つ
な
が
る
こ
と
な
ら
ば
指
名
選

考
委
員
会
で
協
議
検
討
し
て
い

き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

定
額
給
付
金
の
給
付
率
と
子
ど

も
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
。




